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さ
れ
る
地
政
学
リ
ス
ク
の
高
ま
り
な
ど
が
同
時
進
行
す
る
中
で
、
か
つ
て
の
系

列
取
引
や
株
式
持
ち
合
い
を
前
提
と
し
た
構
造
が
揺
ら
ぎ
、
「
資
本
」
「
技

術
」
を
軸
と
す
る
再
編
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

自
動
車
部
品
業
界
が
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
一
気
呵
成
に
進
ん
だ
電
動
化

や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
・
デ
フ
ァ
イ
ン
ド
・
ビ
ー
ク
ル
（
Ｓ
Ｄ
Ｖ
）
関
連
投
資
の
揺

り
戻
し
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
普
及
、
そ
し
て
〝
ト
ラ
ン
プ
関
税
〟
に
象
徴

台
湾
・
ヤ
ゲ
オ
が
着
目

し
た
芝
浦
電
子
の
サ
ー

ミ
ス
タ

揺らぐピラミッド構造のサプライチェーン揺らぐピラミッド構造のサプライチェーン

海
外
で
も
変
革
の
波
は
激

し
い
。
独
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル

は
昨
年
、
車
載
部
門
を
「
オ

モ
ビ
オ
」
と
し
て
切
り
出

し
、
産
業
部
門
も
近
く
分
離

し
て
タ
イ
ヤ
専
業
に
な
る
。

独
ロ
バ
ー
ト
・
ボ
ッ
シ
ュ
や

仏
ヴ
ァ
レ
オ
な
ど
も
構
造
改

革
を
進
め
て
い
る
。
昨
年
に

は
米
自
動
車
部
品
大
手
、
フ

ァ
ー
ス
ト
・
ブ
ラ
ン
ズ
が
経

営
破
た
ん
。
こ
れ
ら
の
背
景

に
は
、
過
大
な
電
動
化
や
知

能
化
投
資
の
影
響
も
少
な
か

ら
ず
あ
る
。
ヴ
ァ
レ
オ
の
ク

リ
ス
ト
フ
・
ペ
リ
ヤ
Ｃ
Ｅ
Ｏ

（
最
高
経
営
責
任
者
）
は
取

材
に
、
自
動
車
産
業
の
現
状

に
つ
い
て
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
的

な
変
革
」
と
語
り
、
競
争
と

淘
汰
が
進
む
中
で
大
規
模
な

構
造
改
革
が
不
可
欠
だ
と
の

認
識
を
示
し
た
。

欧
州
で
は
、
Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト

の
目
算
が
狂
い
、
自
動
車
や

部
品
メ
ー
カ
ー
の
収
益
が
悪

化
し
た
と
こ
ろ
へ
中
国
勢
が

コ
ス
ト
競
争
力
に
優
れ
る
電

動
車
で
台
頭
し
て
い
る
。
自

動
車
政
策
の
見
直
し
が
進
む

が
、
今
後
の
動
向
次
第
で
は

さ
ら
な
る
リ
ス
ト
ラ
を
迫
ら

れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

強
固
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造

が
揺
ら
ぎ
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
（
供
給
網
）
が
再
構
築

さ
れ
る
中
で
、
自
動
車
部
品

各
社
は
資
本
市
場
と
技
術
革

新
の
双
方
に
向
き
合
う
必
要

が
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
競
争

軸
に
ど
う
適
応
し
て
い
く
の

か
。
そ
の
選
択
が
、
２
０
２

６
年
以
降
の
生
き
残
り
を
左

右
す
る
。

社
化
す
る
方
針
も
示
さ
れ
、

完
成
車
メ
ー
カ
ー
が
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
と
の
距
離
感
を
再
考

す
る
流
れ
も
う
か
が
わ
れ

る
。

根
本
的
に
は
企
業
価
値
を
高

め
、
資
本
市
場
か
ら
評
価
さ

れ
る
経
営
を
示
せ
る
か
が
問

わ
れ
る
」
と
平
野
教
授
。
過

度
な
防
衛
は
、
か
え
っ
て
成

長
戦
略
の
不
在
を
印
象
づ
け

か
ね
な
い
と
い
う
。

業
界
再
編
の
動
き
は
今
後

も
続
く
見
通
し
だ
。
住
友
電

気
工
業
に
よ
る
住
友
理
工
の

完
全
子
会
社
化
や
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ

に
よ
る
日
本
航
空
電
子
工
業

株
の
京
セ
ラ
へ
の
譲
渡
な

ど
、
資
本
構
成
を
見
直
す
動

き
が
相
次
ぐ
。
昨
年
末
に
は

ホ
ン
ダ
が
ア
ス
テ
モ
を
子
会

安
に
見
え
る
」
と
も
付
け
加

え
た
。
多
額
の
現
金
を
抱

え
、
成
長
投
資
や
経
営
改
革

に
踏
み
切
れ
て
い
な
い
企
業

は
「
ア
ン
ダ
ー
バ
リ
ュ
ー

（
割
安
）
で
ア
ン
ダ
ー
マ
ネ

ー
ジ
（
十
分
に
経
営
さ
れ
て

い
な
い
）
」
と
見
な
さ
れ
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
や
フ
ァ
ン

ド
の
標
的
に
な
り
や
す
い
と

い
う
。

一
方
で
、
想
定
外
の
買
収

提
案
に
直
面
し
た
経
営
者
の

戸
惑
い
も
大
き
い
。
「
買
収

防
衛
策
や
ホ
ワ
イ
ト
ナ
イ
ト

探
し
は
自
然
な
対
応
だ
が
、

優
良
な
中
堅
企
業
が
多
い
と

い
う
点
で
、
世
界
的
に
も
特

異
な
市
場
だ
」
と
指
摘
す

る
。
金
利
上
昇
で
Ｍ
＆
Ａ

（
企
業
の
合
併
・
買
収
）
が

停
滞
し
が
ち
な
米
国
と
は
対

照
的
に
、
日
本
で
は
事
業
再

編
や
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
、
子
会

社
売
却
が
投
資
機
会
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

平
野
教
授
は
「
日
本
の
中

堅
企
業
に
は
競
争
力
の
高
い

技
術
を
持
ち
な
が
ら
、
市
場

で
十
分
に
評
価
さ
れ
て
い
な

い
例
も
多
い
。
為
替
も
踏
ま

え
る
と
海
外
投
資
家
に
は
割

昨
年
の
業
界
で
象
徴
的
だ

っ
た
の
が
、
独
立
系
メ
ガ
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
志
向
し
て
き

た
マ
レ
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
Ｈ
Ｄ
）
の
経
営
破
た
ん

だ
。
事
業
再
生
を
経
た
直

後
、
３
年
足
ら
ず
で
２
度
目

の
破
た
ん
と
い
う
異
例
の
展

開
に
業
界
の
厳
し
さ
が
透
け

る
。
外
資
系
金
融
機
関
や
フ

ァ
ン
ド
を
新
ス
ポ
ン
サ
ー
に

再
建
を
目
指
す
が
、
そ
の
成

否
が
本
格
的
に
問
わ
れ
る
年

に
な
り
そ
う
。

電
動
化
の
進
展
は
、
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
技
術
を
持
つ
日
本

企
業
を
世
界
再
編
の
渦
中
に

巻
き
込
み
つ
つ
あ
る
。
温
度

セ
ン
サ
ー(

サ
ー
ミ
ス
タ)

で

世
界
ト
ッ
プ
級
の
芝
浦
電
子

を
め
ぐ
っ
て
も
昨
年

台
湾

の
電
子
部
品
大
手･

国
巨(

ヤ

ゲ
オ)

が
同
意
な
き
Ｔ
Ｏ
Ｂ

(

株
式
公
開
買
い
付
け)

に
踏

み
切
っ
た

こ
の
背
景
に

は
、
き
め
細
か
い
温
度
制
御

が
車
載
電
池
や
モ
ー
タ
ー
の

性
能
を
左
右
す
る
よ
う
に
な

り
、
同
社
の
製
品
や
技
術
が

海
外
勢
に
と
っ
て
魅
力
的
に

映
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

芝
浦
は
「
企
業
価
値
の
毀

損
」
を
理
由
に
反
発
し
、
ミ

ネ
ベ
ア
ミ
ツ
ミ
が
友
好
的
買

収
者
（
ホ
ワ
イ
ト
ナ
イ
ト
）

に
名
乗
り
を
上
げ
た
が
、
価

格
合
戦
の
末
に
撤
退
し
、
芝

浦
は
ヤ
ゲ
オ
傘
下
に
入
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。
株
式
持
ち

合
い
の
解
消
や
円
安
も
重
な

り
、
日
本
の
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ

企
業
が
買
収
対
象
と
な
り
や

す
い
現
実
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
。

こ
う
し
た
動
き
の
背
景
に

つ
い
て
、
資
本
市
場
に
詳
し

い
早
稲
田
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
の
平
野
正
雄
教
授
は

「
日
本
は
低
金
利
が
続
き
、

日
本
の
中
堅
企
業

海
外
か
ら
は｢

割
安｣

適
応
力
が
生
き
残
り
左
右

な
お
続
く
激
し
い
変
革
の
波

ヴ
ァ
レ
オ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
的
な

変
革
」
と
話
す
（
経
済
産
業
省
資
料
）

転換期を迎える自動車部品業界(イメージ)

Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
停
滞
に

加
え
中
国
勢
台
頭
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事
業
の
柱
と
し
て
イ
ン
ド
へ

の
投
資
を
増
や
し
始
め
た
企

業
も
多
い
。

た
だ
、
イ
ン
ド
に
も
リ
ス

ク
は
あ
る
。
日
系
進
出
企
業

を
対
象
と
し
た
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

の
23
年
調
査
で
は
「
税
制
・

政
務
手
続
き
の
煩
雑
さ
」

「
人
件
費
の
高
騰
」
「
離
職

率
の
高
さ
」
な
ど
が
リ
ス
ク

と
し
て
寄
せ
ら
れ
た
。
競
争

も
激
し
さ
を
増
し
て
お
り
、

乗
用
車
メ
ー
カ
ー
で
は
、
ス

ズ
キ
や
ヒ
ョ
ン
デ
と
タ
タ
・

モ
ー
タ
ー
ズ
や
マ
ヒ
ン
ド
ラ

＆
マ
ヒ
ン
ド
ラ
ら
地
場
系
が

シ
ェ
ア
を
争
う
。

部
品
メ
ー
カ
ー
で
も
、
駆

動
部
品
の
ソ
ナ
Ｂ
Ｌ
Ｗ
プ
レ

シ
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ジ
ン
グ

や
ス
イ
ッ
チ
の
ウ
ノ
・
ミ
ン

ダ
と
い
っ
た
地
場
系
が
育
っ

て
き
た
。
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ

ス
（
組
み
電
線
）
の
マ
ザ
ー

サ
ン
は
数
十
案
件
に
及
ぶ
Ｍ

＆
Ａ
（
企
業
の
合
併
・
買

収
）
を
重
ね
、
近
年
で
は
市

光
工
業
の
自
動
車
ミ
ラ
ー
事

業
や
旧
八
千
代
工
業
も
グ
ル

ー
プ
傘
下
に
収
め
た
。
電
動

化
や
知
能
化
の
潮
流
に
対
応

し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
磨
い
た

技
術
力
で
イ
ン
ド
市
場
を
攻

略
で
き
る
か
、
日
系
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
の
底
力
が
問
わ
れ
る

と
こ
ろ
だ
。

イ
ン
ド
進
出
と
並
行
し
、

中
国
事
業
の
縮
小
や
撤
退
を

進
め
る
日
系
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

も
あ
る
。
ニ
ッ
パ
ツ
は
イ
ン

ド
で
モ
ー
タ
ー
コ
ア
の
生
産

に
乗
り
出
す
一
方
、
中
国
で

は
シ
ー
ト
製
造
・
販
売
子
会

社
２
社
を
清
算
す
る
。
日
本

精
工
も
今
夏
ま
で
に
イ
ン
ド

に
あ
る
工
場
の
建
屋
を
増
築

し
、
ホ
イ
ー
ル
軸
受
用
生
産

設
備
の
一
部
を
中
国
か
ら
移

管
す
る
。

中
国
で
も

一
部
の
日
本

製
部
品
に
対

す
る
引
き
合

い

は

あ

る

が
、
日
本
で

は
考
え
ら
れ

な
い
よ
う
な

開
発
期
間
の

短
さ
や
コ
ス

ト
競
争
の
激

し
さ
で
苦
戦

が
続
く
。
頼

み
の
綱
で
あ

る
日
系
自
動

車
メ
ー
カ
ー

向
け
の
取
引

も
思
う
よ
う

に
増
え
ず
、

次
な
る
海
外

待
を
込
め
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｎ
も
エ
ン
ジ

ン
バ
ル
ブ
の
生
産
を
強
化
し

て
い
る
。
高
速
道
路
網
の
整

備
や
低
燃
費
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
に
伴
い
、
高
性
能
な
エ
ン

ジ
ン
バ
ル
ブ
へ
の
引
き
合
い

が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
ほ
か
、
パ
イ
オ
ラ
ッ

ク
ス
が
２
拠
点
目
と
な
る
工

場
を
26
年
度
に
も
稼
働
さ

せ
、
ミ
ネ
ベ
ア
ミ
ツ
ミ
や
ア

ル
プ
ス
ア
ル
パ
イ
ン
も
生
産

能
力
を
強
化
す
る
。
曙
ブ
レ

ー
キ
工
業
は
30
年
を
め
ど
に

二
輪
や
四
輪
向
け
に
ブ
レ
ー

キ
製
品
の
供
給
を
目
指
す
。

せ
ば
乗
用
車
の
７
割
に
エ
ン

ジ
ン
が
載
る
と
い
う
こ
と

だ
。ピ

ス
ト
ン
リ
ン
グ
を
手
掛

け
る
Ｔ
Ｐ
Ｒ
の
末
廣
博
会
長

は
「
産
業
用
の
電
力
す
ら
安

定
供
給
で
き
な
い
中
で
、
個

人
の
車
両
に
電
力
を
使
え
る

の
か
と
い
う
懸
念
も
あ
る
。

一
方
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な

ど
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア

セ
ス
メ
ン
ト
で
見
れ
ば
Ｅ
Ｖ

と
そ
ん
色
な
い
。
も
ち
ろ

ん
、
熱
効
率
を
高
め
る
開
発

と
生
産
が
求
め
ら
れ
る
が
、

こ
う
し
た
分
野
こ
そ
わ
れ
わ

れ
の
強
み
が
生
き
る
」
と
期

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
Ｊ

Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
に
よ
る
と
、
イ

ン
ド
の
24
年
度
乗
用
車
販
売

台
数
は
過
去
最
高
の
約
４
３

０
万
台
。
25
年
４
～
11
月
の

累
計
で
も
前
年
同
期
比
２
・

９
％
増
の
２
８
０
万
台
で
拡

大
が
続
く
。
外
務
省
に
よ
る

と
、
イ
ン
ド
の
人
口
は
14
億

５
０
９
４
万
人
で
、
国
内
総

生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
成
長
率
は

22
年
７
・
０
％
、
23
年
９
・

２
％
、
24
年
６
・
５
％
と
高

水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
若

年
人
口
が
多
い
こ
と
で
知
ら

れ
る
が
、
経
済
成
長
と
と
も

に
富
裕
層
も
増
え
て
お
り
、

イ
ン
ド
の
新
た
な
魅
力
と
な

っ
て
い
る
。

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て

は
、
他
の
国
・
地
域
以
上
に

エ
ン
ジ
ン
車
の
市
場
が
広
が

り
そ
う
な
こ
と
も
期
待
の
理

由
だ
。
イ
ン
ド
政
府
は
、
２

０
３
０
年
ま
で
に
新
車
販
売

に
占
め
る
電
気
自
動
車
（
Ｅ

Ｖ
）
比
率
を
乗
用
車
で
３

割
、
商
用
車
で
７
割
、
二
・

三
輪
車
で
８
割
ま
で
増
や
す

目
標
を
持
つ
。
た
だ
、
裏
返

日
系
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
間
で
、
イ
ン
ド
へ
の
進
出
や
現
地
事
業
を
強
化
す
る
動
き

が
相
次
ぐ
。
ス
ズ
キ
な
ど
日
系
メ
ー
カ
ー
が
存
在
感
を
持
ち
、
エ
ン
ジ
ン
車
も
含
め

て
成
長
が
見
込
め
る
た
め
だ
。
〝
ポ
ス
ト
中
国
〟
と
位
置
付
け
る
日
系
企
業
も
多

い
。
た
だ
、
行
政
手
続
き
の
煩
雑
さ
や
不
透
明
さ
な
ど
特
有
の
リ
ス
ク
も
あ
り
、
進

出
さ
え
す
れ
ば
成
功
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
成
長
へ
の
足
が
か
り
を
つ
か
も
う
と
、

各
社
は
挑
戦
を
続
け
る
。

富
裕
層
も
拡
大

魅
力
た
っ
ぷ
り

「
２
０
３
０
年
代
に
は
年
産
８
０
０
万
～

９
０
０
万
台
」
と
の
予
測
も
あ
る

熱い視線注ぐ
サプライヤーポ

ス
ト
中
国

ポ
ス
ト
中
国
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指
し
、
拠
点
を
整
備
す
る
動

き
も
広
が
る
。
日
本
特
殊
陶

業
は
昨
年
２
月
、
実
証
施
設

「
水
素
の
森
ハ
ブ
」
を
新
設

し
た
。
水
素
エ
ン
ジ
ン
の
研

究
開
発
を
手
掛
け
る
ｉ
Ｌ
ａ

ｂ
ｏ
（
ア
イ
ラ
ボ
）
な
ど
が

入
居
し
、
点
火
プ
ラ
グ
や
セ

ン
サ
ー
の
開
発
で
協
業
す

る
。日

本
ガ
イ
シ
も
共
創
施
設

「
Ｎ
Ｇ
Ｋ
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
ス
ク
エ
ア

ダ
イ
バ
ー

ス
」
を
昨
年
７
月
に
新
設

し
、
社
内
外
の
交
流
を
促
し

始
め
た
小
林
茂
社
長
は｢

事

業
化
に
至
ら
な
か
っ
た
失
敗

も
あ
え
て
展
示
し
て
い
る
。

歴
史
に
学
び
、
失
敗
を
恐
れ

る
よ
り
挑
戦
に
価
値
を
置
く

会
社
を
目
指
し
て
い
こ
う
」

と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
で
社
員
に
呼
び
掛
け
た
。

◇

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
言
葉
が
産
業
界
で

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

ぼ
20
年
が
経
つ
。
た
だ
、
各

種
の
調
査
で
日
本
は
世
界
に

劣
後
す
る
と
い
う
結
果
が
多

い
。
終
身
雇
用
制
の
も
と
で

固
定
化
し
た
社
風
や
意
思
決

定
の
違
い
を
打
ち
破
れ
な
か

っ
た
り
、
社
内
の
理
解
を
得

ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と

も
珍
し
く
な
い
。

業
界
で
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
志
向
で
知
ら
れ
る
武
蔵
精

密
工
業
の
伊
作
猛
Ｃ
Ｉ
Ｏ

（
最
高
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
責

任
者
）
は
「
社
長
が
先
頭
に

立
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き

い
」
と
話
す
。
東
海
理
化
の

二
之
夕
社
長
も
「
い
ろ
い
ろ

な
会
社
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
『
今
ま
で
に
な
い
も
の

を
つ
く
れ
な
い
か
』
と
社
長

同
士
で
話
し
合
っ
た
り
し
て

い
る
」
と
明
か
す
。
ト
ッ
プ

を
は
じ
め
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

層
か
ら
現
場
の
社
員
１
人
ひ

と
り
ま
で
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

（
考
え
方
）
を
見
直
す
工
夫

も
不
可
欠
と
言
え
そ
う
だ
。

独
自
の
技
術
を
持
つ
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
連
携
を
目

製
品
を
開
発
。
日
系
自
動
車

メ
ー
カ
ー
か
ら
の
受
注
が
決

ま
っ
た
。

東
海
理
化
は
、
自
社
の
静

電
ス
イ
ッ
チ
制
御
技
術
と
ス

タ
ン
レ
ー
電
気
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
フ

ィ
ル
ム
を
組
み
合
わ
せ
、

「
透
明
タ
ッ
チ
ラ
イ
ト
フ
ィ

ル
ム
」
を
開
発
し
た
。
オ
ー

バ
ー
ヘ
ッ
ド
ス
イ
ッ
チ
の
小

型
化
に
貢
献
し
、
マ
ッ
プ
ラ

ン
プ
向
け
な
ど
の
用
途
を
見

込
む
。
二
之
夕
裕
美
社
長
は

「
早
く
や
っ
て
ダ
メ
な
も
の

は
早
く
手
を
引
く
こ
と
」
と

協
業
の
要
諦
を
説
き
「
今
ま

で
は
企
画
書
を
つ
く
っ
た

り
、
あ
れ
こ
れ
迷
っ
た
り
し

て
い
た
の
が
『
ま
ず
１
回
や

っ
て
み
た
ら
ど
う
？
』
と
い

う
意
識
に
変
わ
っ
て
き
た
」

と
手
応
え
を
語
る
。

ア
イ
シ
ン
で
技
術
戦
略
を

担
当
す
る
山
本
義
久
取
締
役

は
「
技
術
が
進
化
す
る
中
で

は
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
感
が
カ

ギ
と
な
る
。
自
社
だ
け
で
は

難
し
い
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て

お
り
、
最
終
製
品
に
な
る
ま

で
に
は
他
社
と
の
協
業
も
求

め
ら
れ
て
い
る
。
自
動
車
メ

ー
カ
ー
と
も
同
様
で
、
言
わ

れ
た
も
の
を
つ
く
る
の
で
は

な
く
、
共
同
開
発
の
形
を
と

る
こ
と
が
増
え
て
き
た
」
と

話
す
。

協
業
で
目
立
つ
の
が
互
い

の
強
み
を
掛
け
合
わ
せ
た
製

品
開
発
だ
。
ア
ル
プ
ス
ア
ル

パ
イ
ン
は
、
Ｉ
Ｖ
Ｉ
（
イ
ン

ビ
ー
ク
ル
・
イ
ン
フ
ォ
テ
イ

ン
メ
ン
ト
）
技
術
を
生
か

し
、
車
載
計
器
の
日
本
精
機

と
デ
ジ
タ
ル
キ
ャ
ビ
ン
関
連

急
速
に
進
展
す
る
電
動
化
や
知
能
化
を
背
景
に
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
各
社
で
協
業
機
運
が
高
ま
る
。
日
本
の

自
動
車
産
業
は
、
緻
密
（
ち
み
つ
）
な
〝
す
り
合
わ
せ
〟
を
伴
う
垂
直
統
合
型
の
も
の
づ
く
り
で
世
界
を
リ

ー
ド
し
て
き
た
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
や
中
国
勢
な
ど
の
台
頭
で
、
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
閉
じ
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
供
給
網
）
や
自
前
主
義
か
ら
脱

却
し
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
社
内
外
の
〝
化
学
反
応
〟
に
各
社
は
活
路
を
見
い
出
す
。

ま
ず
１
回

や
っ
て
み
た
ら
…

アルプスアルパインのデジタルキャビン関連製品

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

自前主義だけでは…自前主義だけでは…

強み掛け合わせ 今までにないものを

失
敗
恐
れ
る
よ
り

｢

挑
戦｣

に
価
値
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俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱俰俱

リ
ブ
面
に
当
て
て
摩
耗

を
測
定
す
る
「
摩
耗
ゲ

ー
ジ
」
を
独
自
制
作
し

部
品
商
を
中
心
に
配
布

し
て
い
る
。

ま
た
、
張
力
計
「
テ

ン
シ
ョ
ン
マ
ス
タ
ー
」

に
よ
り
、
経
験
や
勘
に

頼
っ
て
い
た
張
力
管
理

を
正
確
に
行
え
る
よ
う

に
整
備
の
現
場
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
ほ
か
、

伝
動
シ
ス
テ
ム
製
品
の

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
ベ
ル
ト
の
点
検

方
法
や
正
し
い
ベ
ル
ト

装
着
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
紹
介
す
る
補
機
駆
動

用
伝
動
ベ
ル
ト
の
整
備

に
関
す
る
動
画
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
す
る

な
ど
、
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
ベ
ル
ト
点
検
、
交
換

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

ど
の
補
機
駆
動

用
伝
動
ベ
ル
ト

と
と
も
に
、

「
オ
ー
ト
テ
ン

シ
ョ
ナ
」
な
ど

の
伝
動
シ
ス
テ

ム
製
品
も
積
極

的
に
提
案
し
て

い
る
。

補
機
駆
動
用

伝
動
ベ
ル
ト
は

耐
久
性
の
高
い

エ
チ
レ
ン
プ
ロ

ピ
レ
ン
ゴ
ム

（
Ｅ
Ｐ
Ｄ
Ｍ
）

が
ベ
ル
ト
材
料

の
主
流
に
な
っ

た
こ
と
で
ク
ラ

ッ
ク
（
ひ
び
割

れ
）
が
発
生
し

に
く
く
な
り
、

ベ
ル
ト
の
主
な
交
換
目
安
で
あ
る

摩
耗
に
気
づ
き
に
く
く
な
る
と
い

う
新
た
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

摩
耗
の
進
行
に
よ
る
ベ
ル
ト
破
損

の
危
険
を
防
ぐ
た
め
、
同
社
で
は

継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
部
品
商

や
整
備
工
場
を
対
象
と
し
た
講
習

会
な
ど
で
、
摩
耗
の
チ
ェ
ッ
ク
、

３
年
ま
た
は
走
行
距
離
３
万
㌔
㍍

で
の
交
換
の
訴
求
や
、
ベ
ル
ト
の

安
全
・
安
心
な
カ
ー
ラ
イ
フ
を

支
え
る
日
本
の
ベ
ル
ト
メ
ー
カ
ー

の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、
補
機
駆

動
用
伝
動
ベ
ル
ト
を
は
じ
め
幅
広

い
製
品
を
供
給
す
る
バ
ン
ド
ー
化

学
。
売
り
上
げ
全
体
の
約
５
割
を

占
め
る
自
動
車
部
品
事
業
で
は
、

新
車
向
け
に
加
え
、
補
修
市
場
向

け
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

る
。
「
リ
ブ
エ
ー
ス
・
エ
コ
」
な

ラインアップ充実 張力管理を正確に

【URL】www.bandogrp.com

も
指
摘
す
る
。
ト
ー
ヨ
ー
タ

イ
ヤ
の
清
水
隆
史
社
長
も

「
関
税
影
響
か
ら
物
価
高
が

続
き
、
市
場
環
境
は
弱
含
み

だ｣

と
先
行
き
を
懸
念
す
る


ホ
ン
ダ
の
貝
原
典
也
副
社

は
「
他
社
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
（
販
売
奨
励
金
）
が
増
え

て
い
る
状
況
で
、
実
勢
売
価

が
上
が
っ
て
い
な
い
」
と
嘆

く
。
値
下
げ
要
求
が
部
品
メ

ー
カ
ー
に
い
つ
向
か
う
と
も

限
ら
な
い
状
況
だ
。

◇

「
ま
だ
15
％
の
税
率
が
残

っ
て
い
る
こ
と
は
厳
然
た
る

事
実
だ
」
―
。
日
米
関
税
交

渉
を
担
当
し
、
高
市
政
権
で

経
済
産
業
相
に
横
滑
り
し
た

赤
澤
亮
正
氏
は
、
１
月
６
日

の
自
動
車
５
団
体
新
春
賀
詞

交
歓
会
で
こ
う
語
っ
た
。
11

月
の
中
間
選
挙
を
控
え
、
世

界
の
安
全
保
障
や
通
商
環
境

を
激
変
さ
せ
た
〝
ト
ラ
ン
プ

節
〟
が
再
び
炸
裂
す
る
懸
念

も
拭
え
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な

リ
ス
ク
を
考
慮
し
、
中
長
期

で
グ
ロ
ー
バ
ル
の
生
産
・
調

達
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
ど

う
最
適
化
し
て
い
く
か
。
日

本
車
の
世
界
需
要
は
底
堅
い

も
の
の
、
部
品
メ
ー
カ
ー
に

と
っ
て
、
今
年
も
気
が
抜
け

な
い
一
年
に
な
り
そ
う
だ
。

た
だ
、
関
税
影
響
へ
の
懸

念
は
残
る
。
代
表
例
が
消
費

マ
イ
ン
ド
だ
。
調
査
会
社
の

マ
ー
ク
ラ
イ
ン
ズ
に
よ
る

と
、
２
０
２
５
年
の
米
国
新

車
販
売
は
１
６
２
６
万
８
８

７
３
台(

前
年
比
１･

９
％

増)

と
堅
調
だ
っ
た

し
か

し
同
社
は｢

関
税
対
象
の
製

品
が
従
来
の
非
関
税
対
象
在

庫
を
置
き
換
え
て
い
く
中
で

価
格
が
上
昇
し
つ
つ
あ
り
、

販
売
が
鈍
化
し
て
い
る
」
と

だ
。
他
社
も
「
（
関
税
分

を
）
回
収
で
き
て
お
り
、
短

期
的
に
は
影
響
は
な
い
」

（
武
蔵
精
密
工
業
の
大
塚
浩

史
社
長
）
、
「
顧
客
か
ら
回

収
す
る
方
針
で
臨
む
」
（
ヨ

ロ
ズ
の
平
中
勉
社
長
）
と
口

を
そ
ろ
え
る
。

ニ
ッ
パ
ツ
も
57
億
円
の
関

税
影
響
を
通
期
で
見
込
む
う

ち
、
51
億
円
は
す
で
に
回
収

を
織
り
込
ん
で
お
り
、
残
る

６
億
円
も
「
引
き
続
き
顧
客

と
の
交
渉
を
続
け
て
い
く
」

（
池
尻
修
専
務
執
行
役
員
Ｃ

Ｆ
Ｏ
）
方
針
だ
。
交
渉
の
進

ち
ょ
く
に
よ
っ
て
は
今
期
業

績
に
影
響
が
残
る
可
能
性
も

あ
る
が
、
業
績
へ
の
大
き
な

影
響
は
回
避
で
き
そ
う
。

「
納
入
先
に
も
負
担
し
て

も
ら
う
」
―
。
昨
秋
の
決
算

説
明
会
で
デ
ン
ソ
ー
の
松
井

靖
副
社
長
は
こ
う
語
っ
た
。

同
社
の
関
税
影
響
額
は
昨
年

４
～
９
月
期
で
３
８
０
億

円
。
通
期
で
は
１
３
０
０
億

円
に
上
る
見
通
し
だ
が
、
自

助
努
力
と
価
格
転
嫁
で
全
額

を
相
殺
す
る
。
主
要
取
引
先

で
あ
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
い

ち
早
く
負
担
を
明
言
し
た
こ

と
も
あ
り
、
大
き
な
影
響
は

回
避
で
き
そ
う
な
見
通
し

今
年
も

ト
ラ
ン
プ
関

税

下
の
経
営
戦
略
を
ど

う
描
く
か
が
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
ー
の
テ
ー
マ
と
な

り
そ
う
だ
。
一
時
は
25
％

だ
っ
た
米
の
部
品
輸
入
関

税
は
昨
秋
に
15
％
に
下
が

っ
た
が
、
部
品
に
含
ま
れ

る
鉄
鋼
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

に
は
50
％
の
追
加
関
税
が

今
も
か
か
る
。
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
（
供
給
網
）
内

で
の
転
嫁
が
進
み
、
関
税

の
直
接
影
響
は
和
ら
ぎ
つ

つ
あ
る
も
の
の
、
今
後
は

〝
間
接
影
響
〟
や
中
長
期

的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

最
適
化
が
焦
点
と
な
り
そ

う
だ
。

トランプ節がいつまた炸裂するか…
(昨年４月ＡＦＰ＝時事)

関税 直接影響は和らいでも

引き続き価格転嫁と自助努力
サプライチェーン最適化も焦点

顧
客
か
ら
も
回
収儰

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

消
費
意
欲
に
水儰

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
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